
1995年京大後期文□3  

条件より 1)1(,1)1( ≦≦ cbapcbap   ──① 

0≧b より、 02)1()1( ≧bpp  であり、 1)1()1(1 ≦≦≦ pp  であるから 

 02)1()1(2 ≧≧ bpp   10 ≦≦b  ──② 

1)0( ≦cp  より 11 ≦≦c  ──③ 

 

)1()1(),1()1( pqpq  であるから、①より 1)1(,1)1( ≦≦ qq   ──④ 

 

0c のとき、 )(xqy  は直線であり、④より 11 ≦≦x において 1)( ≦xq である。 

 

0c のとき 
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 は、下に凸の放物線である。軸 0
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④より 11 ≦≦x において 1)( ≦xq である。 
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であり、 10,0 ≦≧ ca  より 1m  

 

以上により、 11 ≦≦x において 1)( ≦xq が示された。(証明終) 

 

 

※後期理系□3 は、 0≧c という限定がない。 
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